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三鷹市基本構想に関する基本方針 

 

  

 「三鷹市基本構想」（平成 13年９月市議会議決、平成 27年 12月一部変更）は、基

本理念や基本目標のほかに、施策の方向性を定めており、市の計画行政における最上

位の計画となるもので、令和５年度が改正の年度となります。 

 近年、新型コロナウイルス感染症の拡大、ロシア連邦のウクライナ侵攻、度重なる

自然災害など、当たり前と思っていた日常が失われる事態に直面し、明るい未来が展

望しづらい状況が続いています。また、高度成長期に整備した公共施設の老朽化が進

んでいるほか、少子高齢化や核家族化などにより、先駆的に進めてきたコミュニティ

行政や地域に根差した町会・自治会等の活動も、担い手不足やつながりの希薄化など

の課題が顕在化しており、大きな転換期を迎えています。 

 そうした中で、改正後の「三鷹市基本構想」は、まちづくりの原点に立ち返り、誰

もが明るい未来に心を弾ませ、大きな夢を抱くように、長期的なまちづくりのビジョ

ンを明確にします。そして、まちに魅力があふれ、にぎわいが生じるように、市民や

事業者等と目標を共有し、オール三鷹でまちづくりを進めていく指針としていきます。 

なお、改正に当たっては、市民参加、学識参加及び職員参加により、さまざまな意

見を聴きながら進めていきます。 

 

１ 三鷹市基本構想改正の方向性 

 (1) 現行の基本理念及び基本目標の考え方の踏襲 

   基本理念としている「平和の希求」「人権の尊重」「自治の実現」、基本目標であ

る「人間のあすへのまち」を「高環境・高福祉のまちづくり」によって実現する

ことは、市政運営に通底する普遍的なものであり、その考え方を踏襲します。 

 (2) まちづくりのビジョンに重点を置いた内容への見直し 

  ア 「高環境・高福祉のまちづくり」を進める施策 

    ８施策としていましたが、防災や安全・安心、自治の視点を明確するため、

既存の施策との融合や独立した施策の立ち上げ等により、全部で９施策としま

す。また、基本的視点のみを基本構想に盛り込み、施策の方向については、主

要事業を含めて、基本計画に反映します。 

  イ 各施策を横断する都市経営の視点 

    少子高齢化の進展により社会保障関連経費の増加傾向が見込まれる中で、財

政構造の硬直化が懸念されます。限られた財源の中で、「選択と集中」により優

先順位を明確にしながら、施策の重点化を図っていく必要があります。 

    また、目的に応じた施策と組織体系により、それぞれが専門性を活かしなが

ら、まちづくりを進めてきましたが、地域の課題が複雑化し、行政ニーズが多

様化しています。そのため、デジタル技術を活用した業務改善や利便性の向上
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のほか、縦割りの施策と組織をつなぎ、多様な主体との協働によるまちづくり

が求められています。これらの視点に加え、行政サービスの最適化や内部事務

の適正化、情報セキュリティの徹底など、各施策を横断する都市経営の視点を

盛り込みます。 

  ウ 人口推計 

    ５年に１度の国勢調査等に基づき行っていますが、長期的な推計の精度には

課題があります。そのため、基本構想には計画人口は盛り込まず、基本計画の

中で、時点修正を行いながら、長期的な見通しを示します。 

 (3) 市民参加 

   市民参加でまちづくり協議会での政策提案における提案の基本的な考え方や

方向性のほか、アンケート結果などを施策等に反映します。 

   また、市民参加でまちづくり協議会のメンバーがファシリテーターとして参加

した無作為抽出によるワークショップの意見の趣旨を反映するほか、パブリック

コメントを実施するなど、市民参加を基礎とした基本構想とします。 

 

２ 三鷹市基本構想の骨子案 

  前文 

 (1) まちづくりの目標 

 (2) 目標年次 

 (3) 政策の柱 

 (4) 「高環境・高福祉のまちづくり」を進める施策 

    ア 平和・人権 

  イ 活力・にぎわい 

  ウ 快適空間 

  エ 防災・安全安心 

  オ 環境・循環 

  カ 健康・福祉 

  キ 子ども・教育 

  ク 生涯学習・スポーツ・文化 

  ケ コミュニティ・自治 

 (5) 各施策を横断する都市経営の視点 

  ア 「選択と集中」の視点 

  イ ＤＸの視点 

  ウ 協働の視点 

  エ 横断的な組織の視点 

  オ 行政サービスの最適化と内部事務の適正化の視点 

  カ 情報セキュリティの確保と個人情報の保護の視点   
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３ スケジュール 

  別紙のとおり  
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